
 

人
事
院
は
８
月
８
日
（
水
）
、
内
閣
と
国
会
に
対

し
て
①
月
例
給
・
一
時
金
に
つ
い
て
は
改
定
を
見
送

る
こ
と
、
②
50
歳
台
後
半
層
に
お
け
る
給
与
水
準
の

上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
、
昇
給
・
昇
格
制
度
を
見
直

す
こ
と
、
③
国
家
公
務
員
制
度
改
革
や
高
齢
期
に
お

け
る
職
員
の
雇
用
問
題
、
人
事
行
政
上
の
諸
課
題
へ

の
取
組
み
な
ど
に
関
し
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
④

55
歳
を
超
え
る
職
員
は
標
準
の
勤
務
成
績
で
は
昇
給

停
止
と
す
る
給
与
法
改
正
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。 

  

公
務
員
連
絡
会
は
、
こ
れ
を
受
け
て
、
①
国
家
公

務
員
給
与
に
つ
い
て
は
、
本
年
の
月
例
給
の
官
民
較

差
が
小
さ
く
、
給
与
改
定
・
臨
時
特
例
法
に
基
づ
く

減
額
措
置
が
実
施
さ
れ
て
い
る
も
と
に
お
い
て
、
改

定
見
送
り
を
判
断
し
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ

る
、
②
高
齢
層
職
員
に
お
け
る
昇
給
・
昇
格
制
度
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
公
務
員
連
絡
会
と
の
十
分
な

交
渉
・
協
議
を
行
わ
ず
、
拙
速
か
つ
一
方
的
に
高
齢

層
職
員
の
給
与
引
下
げ
を
強
行
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
遺
憾
な
こ
と
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
、
③
本
来
あ

る
べ
き
自
律
的
労
使
関
係
を
実
現
す
べ
く
関
連
法
案

の
成
立
に
向
け
全
力
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
地
方
公

務
員
の
労
働
関
係
法
案
の
早
期
国
会
提
出
に
全
力
を

尽
く
し
て
い
く
、
な
ど
を
内
容
と
す
る
声
明
を
出
し

ま
し
た
。 

 

自
治
労
連
は
、
地
方
公
務
員
の
給
与
に
つ
い
て

は
、
地
方
公
務
員
へ
の
国
家
公
務
員
給
与
削
減
の
影

響
を
遮
断
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。 

【
給
与
勧
告
の
骨
子
】 

 

①
月
例
給
の
較
差
に
つ
い
て
、
給
与
改
定
・
臨
時
特

例
法
に
基
づ
く
給
与
減
額
支
給
措
置
に
よ
る
減
額
前 

の
較
差
を
算
出
し
、
併
せ
て
減
額
後
の
較
差
も
算
出 

以
下
の
諸
事
情
を
踏
ま
え
、
減
額
前
の
較
差
（
△

０
．
０
７
％
）
に
基
づ
く
月
例
給
の
改
定
な
し 

・
従
来
、
較
差
が
小
さ
く
俸
給
表
等
の
適
切
な
改
定

が
困
難
な
場
合
に
は
改
定
を
見
送
っ
て
い 

る
こ
と 

・
減
額
後
は
民
間
給
与
を
７
．
６
７
％
下
回
っ
て
い

る
こ
と
、
減
額
支
給
措
置
は
民
間
準
拠
に
よ
る 

改
定
と
は
別
に
未
曾
有
の
国
難
に
対
処
す
る
た
め
、

平
成
25
年
度
末
ま
で
の
間
、
臨
時
特
例
と 

し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案 

②
公
務
の
期
末
・
勤
勉
手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）
の
支
給

月
数
は
、
民
間
と
均
衡
し
て
お
り
、
改
定
な
し 

・
上
記
給
与
減
額
支
給
措
置
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
勘
案 

 

【
50
歳
台
後
半
層
に
お
け
る
給
与
水
準
の
上
昇
を
抑

制
す
る
た
め
、
昇
給
・
昇
格
制
度
を
見
直
し
】 

①
55
歳
を
超
え
る
職
員
は
、
標
準
の
勤
務
成
績
で
は

昇
給
停
止
（
給
与
法
改
正
） 

②
高
位
の
号
俸
か
ら
昇
格
し
た
場
合
の
俸
給
月
額
の

増
加 

  

  

【
昇
給
・
昇
格
制
度
の
改
正
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
平
成
25
年
１
月
１
日
実
施
） 

 

・
給
与
構
造
改
革
の
経
過
措
置
の
廃
止
後
も5

0

歳
台

後
半
層
に
お
け
る
官
民
の
給
与
差
は
相
当
程
度
残
る

こ
と
が
想
定
。
世
代
間
の
給
与
配
分
を
適
正
化
す
る

観
点
か
ら
、
50
歳
台
後
半
層
に
お
け
る
給
与
水
準
の

上
昇
を
よ
り
抑
え
る
方
向
で
、
昇
給
・
昇
格
制
度
を

改
正 

・
昇
給
制
度
に
つ
い
て
は
、
給
与
法
を
改
正
し
、
55

歳
を
超
え
る
職
員
（
行
政
職
俸
給
表(

二)

、
医
療
職

俸
給
表(

一)

は
57

歳
を
超
え
る
職
員
）
は
、
標
準
の

勤
務
成
績
で
は
昇
給
し
な
い
こ
と
と
し(

現
行
は
２

号
俸
昇
給)

、
特
に
良
好
の
場
合
に
は
１
号
俸(

現
行

は
３
号
俸)

、
極
め
て
良
好
の
場
合
に
は
２
号
俸
以

上(

現
行
は
４
号
俸
以
上)

の
昇
給
に
、
そ
れ
ぞ
れ
抑

制 ・
昇
格
制
度
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
規
則
を
改
正

し
、
最
高
号
俸
を
含
む
高
位
の
号
俸
か
ら
昇
格
し
た

場
合
の
俸
給
月
額
の
増
加
額
を
縮
減 

・
今
後
と
も
、
民
間
賃
金
の
動
向
を
踏
ま
え
、
毎
年

の
給
与
改
定
に
お
け
る
措
置
等
、
必
要
な
対
応
に
つ

い
て
検
討 

 

【
給
与
構
造
改
革
の
経
過
措
置
の
解
消
に
伴
う
対
応
】 

 

・
給
与
改
定
・
臨
時
特
例
法
に
基
づ
く
平
成
25
年
４

月
１
日
の
昇
給
回
復
は
、
同
日
に
お
い
て
31
歳
以
上

38
歳
未
満
の
職
員
を
対
象
と
し
、
昇
給
抑
制
を
受
け

た
回
数
等
を
考
慮
し
、
最
大
１
号
俸
上
位
の
号
俸
に

調
整 

 

 

２
０
１
２ 

人
事
院
勧
告 

 
 

「
俸
給
表
・
一
時
金
の
改
定
見
送
り
」 

 
 

「
50
歳
台
後
半
層
職
員
の
昇
給
・
昇
格
抑
制
」 
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友
愛
会 

創
立
１
０
０
周
年 

平
成
24
年
８
月
１
日
、
わ
れ
わ
れ
自
治
労
連

の
運
動
理
念
で
あ
る
「
自
由
に
し
て
民
主
的
な

労
働
運
動
」
の
源
流
で
あ
る
友
愛
会
が
創
立
１

０
０
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
・
記
念
祝
賀
会
が

東
京
都
港
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

自
治
労
連
か
ら
は
、
岸
川
執
行
委
員
長
、
関
谷

副
委
員
長
、
来
間
執
行
委
員
、
全
北
区
職
員
連
絡

協
議
会
の
組
合
員
さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。 

記
念
式
典
で
は
、
大
先
輩
の
方
々
に
感
謝
の

意
を
表
す
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
元
同
盟
副
書

記
長
の
山
口
義
男
氏
よ
り
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

           

記
念
祝
賀
会
で
は
、
全
国
か
ら
５
０
０
名
の

仲
間
が
集
ま
り
、
創
立
１
０
０
周
年
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。 

 

・
友
愛
会
創
立
を
記
念
す
る
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

今
泉 

昭 

会
長 

 

 

１
０
０
年
前
に
発
足
し
た
友
愛
会
は
、
人

間
の
尊
厳
と
自
由
を
基
調
に
、
「
人
々
の
助
け

合
い
、
相
互
扶
助
に
よ
っ
て
生
活
を
守
っ
て
い

こ
う
と
い
う
考
え
方
」
、
「
自
ら
の
人
格
の
育

成
」
、
「
働
く
も
の
の
生
活
の
向
上
を
お
互
い

が
協
力
し
て
実
現
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
三
大

目
標
に
基
づ
い
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
理
念
や
精
神
は
、
今
日
の
労
働
運

動
の
中
心
的
な
課
題
と
し
て
脈
々
と
引
き
継
が

れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
連
合
の
中
に
こ
れ
が
生

き
続
け
て
い
る
と
思
う
。 

 

時
代
の
変
化
に
先
見
性
を
持
ち
、
行
動
力
を

持
っ
て
新
し
い
課
題
の
も
と
に
運
動
し
て
い
く

こ
と
が
わ
れ
わ
れ
労
働
組
合
に
は
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
労
働
運
動
に
連
合
を
中

心
と
し
た
「
自
由
で
民
主
的
な
労
働
運
動
」
を

新
し
い
時
代
の
課
題
を
掴
み
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
益
々
発
展
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 
・
友
愛
会
創
立
を
記
念
す
る
会
副
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
産
労
連 

高
村
会
長 

 
 

          

 

本
日
こ
こ
に
、
友
愛
会
創
立
１
０
０
周
年
を

こ
の
よ
う
に
多
く
の
方
と
と
も
に
お
祝
い
で
き

る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
う
。 

 

こ
れ
ま
で
の
間
、
多
く
の
先
輩
方
、
関
係
す

る
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
と
ご
苦
労
に
対

し
て
、
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。 

 

友
愛
会
創
立
１
０
０
周
年
を
期
に
、
今
一

度
、
友
愛
会
設
立
の
意
義
を
振
り
返
り
「
自
由

に
し
て
民
主
的
な
労
働
運
動
」
を
継
承
し
、
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

記
念
祝
賀
会 

 友
愛
会
の
こ
の
流
れ
は
、
連
合
に
継
承
さ
れ
た

の
で
、
わ
れ
わ
れ
現
役
も
し
っ
か
り
と
連
合
を

支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
友
愛
会
の
流
れ
を
今
も
引
き
継

い
で
活
動
し
て
い
る
政
策
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

核
禁
会
議
、
さ
ら
に
は
民
社
協
会
と
も
連
携
を

と
り
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。 

 

・
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

古
賀 

伸
明 

会
長 

 

          

友
愛
会
創
立
１
０
０
周
年
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

１
９
１
２
年
、
ま
さ
に
明
治
か
ら
大
正
に
時

代
が
移
り
変
わ
る
時
に
、
鈴
木
文
治
さ
ん
を
中

心
に
10

数
名
で
こ
の
友
愛
会
が
創
立
さ
れ
て
と

聞
い
て
い
る
。 

 

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
時
代
は
当
局
の

弾
圧
も
酷
か
っ
た
と
思
う
が
、
脈
々
と
そ
の
精

神
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
労
働
運
動

に
携
わ
る
も
の
と
し
て
、
ま
さ
に
１
０
０
年
と

言
う
歴
史
は
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。 

世
界
も
、
19

世
紀
後
半
か
ら
20

世
紀
前
半
に
か

け
て
、
産
業
革
命
に
端
を
発
し
た
労
働
運
動
が

成
熟
化
の
中
で
、
欧
米
で
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。 

 

し
か
し
日
本
は
、
諸
先
輩
の
大
変
な
努
力
は

あ
っ
た
が
、
労
働
運
動
が
社
会
に
根
付
か
な
い

状
況
が
続
き
、
そ
し
て
こ
の
友
愛
会
が
、
世
界

第
二
次
大
戦
後
に
日
本
労
働
組
合
総
同
盟
と
し

て
発
展
し
、
そ
こ
か
ら
日
本
の
労
働
運
動
が
ス

タ
ー
ト
す
る
原
点
と
な
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。 

 

あ
ら
た
め
て
諸
先
輩
の
方
々
の
心
血
を
注
い

だ
友
愛
会
創
立
、
そ
し
て
そ
れ
以
降
の
運
動
に

対
し
て
敬
意
を
表
す
る
。 

わ
れ
わ
れ
現
役
は
、
日
々
多
く
の
課
題
に
挑
戦

を
し
続
け
て
い
る
け
れ
ど
も
、
身
を
引
き
締
め
、

多
く
の
諸
先
輩
の
こ
れ
ま
で
の
ご
労
苦
に
重
い

を
馳
せ
な
が
ら
、
運
動
を
一
つ
ず
つ
全
身
さ
せ
る

こ
と
が
私
た
ち
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
る
。 

  

友
愛
労
働
歴
史
館
が
８
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。 

現
在
、
創
立
１
０
０
周
年
記
念
特
別
展
「
友
愛

会
か
ら
連
合
へ
ー
日
本
労
働
運
動
の
１
０
０
年
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

お
近
く
に
お
越
し
の
際
に
は
、
是
非
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。 

 

東
京
都
港
区
芝
２-

20-

12 

友
愛
会
館
８
階 

http:/
/
w

w
w
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d
o
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k
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  主
な
行
事
と
今
後
の
予
定 

中
央
執
行
委
員
会 

 

９
月
28
日
（
金
） 

 

東
京
都
港
区 

自
治
労
連
ユ
ー
ス
世
代
交
流
会 

 

10

月
５
日
（
土
）
～
６
日
（
日
） 

 

沖
縄
県
う
る
ま
市 

代
表
者
・
書
記
長
合
同
会
議 

 

10

月
20
日
（
土
）
～
21
日
（
日
） 

 

福
岡
県
福
岡
市 

自
治
労
連
ユ
ー
ス
部
全
国
代
表
者
会
議 

 

10

月
20
日
（
土
）
～
21
日
（
日
） 

 

福
岡
県
福
岡
市 


